




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ANP nc PXC 迎


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































drug mobile　phase wave　］ength　（nm） internal　standard
ANP
nc
PXC
即
ace｛oni£rile：wa｛er
　（15：85）
acetonitrile：O．190　phosphoric　acid
　（50：50）　＋　5　mM　sodium　dodecylsulfate
ace｛on量tr妻垂e：0．1％phosphor垂。　acid
　（35：65）
acetonitrile：O．190　phosphoric　acid
　（50：50）
242
21e
240
245
methyl　p－hydroxybenzoate
amyl　p－hydroxybenzoate
isopropyl　p－hydroxybenzoate
isopropyi　p－hydroxybenzoate
12。統計処理
　第1章8。と同じ方法を用いた。
第3章　実験の部
1．実験材料
　エピネフリン注射液（EP）は第一製薬株式会社（東京）より購入し
た。ミリスチン酸イソプロピル（IPM）は東京化成工業株式会社（東
京）より購入した．1一メントールは保栄薬工株式会社（大阪）より購入
した．グリセリンおよびブラジキニン（BK）は和光純薬株式会社（大
阪）より購入した．他の試薬は，第1章1．および第2章1．と同じ
ものを用いた．
2。製剤の調製
　第1章1．と同様に行った．ただし，吸収促進剤としてIPMを含
む製剤は，最終濃度1％のFP及び3％のHPC－HをpH7．4等張
68
リン酸緩衝液中で撹拝しながら80℃にて加温溶解し均一な溶液にし
た後，撹絆1しながら室温にて冷却し，10％相当量のIPMを最後に加
え調製した．吸収促進剤として1一メントール，グリセリン，エタノー
ルを含む製剤は，最終濃度1％のFP及び3％のH：PC－HをpH7．4
等張リン酸緩衝液中で撹搾しながら80℃にて加温溶解し，均一な溶
液にした後，下側しながら室温にて冷却し，最後に3％1一一メントール，
15％のグリセリン，25％エタノールになるように各成分を加えて調
製した．
3。皮下挿入用ディスク状寒天ゲルの調製
　第1章3．と同様に行った．ただし，EP，　BKを併用した場合は，
室温にて放冷後，EP，　BKを加えて均一に混和し，調製した．寒天ゲ
ルが固まる前に片面をガーゼのついたポリエチレンシートでシールし
て，遮光するためにアルミホイルで覆い，冷蔵庫（約4℃）で保存し
た。
4。ln・si〃実験法（寒天ゲルの挿入法）
　第1章4．と同じ方法を用いた．ただし，吸収促進剤を用いるとき
はガラスセルはシリコン接着剤を使用して接着した。
5。薬物皮膚適用実験
　第1章7．と同じ方法を用いた．
6。薬物の定量法
　第1章8．と同じ方法を用いた。
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7．統計処理
　第1章8．と同じ方法を用いた．
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